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Abstract : A total of 590 strains of Pseudomonas aeruginosa were isolated from 59 out of 201 
vermiform appendix specimens excised surgically in 1968 and 1969. The rates of isolation 
from 18 gangrenous, 71 phlegmonous, 105 catarrhal and 7 normal vermiform appendix 
specimens were 50.0, 29.6, 26.7 and 14.3 per cent respectively. By performing the pyocine 
typing method of Gillies and Govan three times on 420 strains at intervals of about one 
month between the first and the second typing and about 3-3.5 years later (the third typing), 
completely reproducible results were obtained in 205 strains from 24 caces, and relatively repro- 
ducible results showing the same inhibition patterns twice were observed in 199 strains derived 
from other 24 cases. In 1972, the remaining 170 strains were tested first by the same pyocine 
typing method, and at this opportunity the sero-typing by Homma’s method was made 
using the all 580 stock strains excepting 10 died out ones from a case. Pyocine types of 
the 170 strains were supported by homogeneous results in 2-10 strains of the same origin. 
Summarizing all results regarding 12 types in each of the both methods and 25 sero-pyocine 
types, homogeneous sero-pyocine types of 10 strains from a vermiform appendix specimen were 
observed among 52 out of 58 cases, while two sero-pyocine types were found in the other 6 
cases at various ratios. In other points of view, it can be said that the pyocine typing by Gillies 
and Govan is a usefull method for subtyping some sero-types. 
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e 溶血 性 腸 内 細菌 の 分 離 を 試み , REDMER o CH 


Dil 


血 株 を 検出 し た . この 際 虫 垂 か ら Pseudomonas と み 

1957 年 宇土 は 大 腸 菌 の 深 面 性 に 関す る 研究 に お いて , られ る 菌 が か な り 高 率 に 検出 され る こと と , それ ら の 

Té if PECES PUE EE? 57) HE LT PREREE X 0 り も 虫垂 か 株 の うち に 同様 の 溶血 を 示す も の が 多い こと を 観察 し 

ら の 分 離 群 に お いて より 高 率 に 検出 され た と 述べ て い て いた が , これ に つい て は 別途 に 報告 する 予定 の まま 
る . つい で 内 藤 ら (1963) RE l RE bE ORE に 経過 し た . 
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1968 年 基 悦 は 内 藤 ら (1971), 舌 川 (1970), 村上 
(1970) に や や 遅れ て 上 記 先 業 を 参考 に 虫垂 か ら の 緑 
IRD Wee baka UL, その 際 同 一 材料 か ら 10 株 ずつ を 残 
し て ビオ ン ン 型 別 を 行い , BEAC EI 5s EZ 
TECH SDB RADA EL SIC, ビオ シン 型 別 自体 
の 再現 性 も 検討 し よう と し た . 1968 年 に 分 離し た 株 の 
型 列 を 終っ た 翌年 9 月 に 研究 継続 が 不可 能 と な り , 19 
69 年 の 分 離 株 に つい て は 型 別 未 実施 の まま 前 年 の 分 離 
株 と と も に 保存 を 続け た . 1972 年 に 至っ て 村上 も 加わ 
oC, 保存 し て きた 全 株 の ピオ シン 型 別 と 血清 型 別 を 
実施 する こと が で きた の で , 過去 の 成績 と 併せ て 報告 
する . 
s 験 方 X 

KURSE TE: 外科 的 に 切除 され た 上 虫垂 を 可 及 的 無 
画 的 に 取り 扱い , 下記 の 各 方 法 を 極 く 一 部 で は 単独 , 
多く の 場合 は 組み 合わ せ て 緑 膜 菌 の 分 離 を 試み た . 1) 


一 部 を 切開 し て 内 容 を 直接 白金 了 早 で ば ぜ リ ガル スキ ー 改 
良 培地 (BTB, EDD (CA HERB. 2) 同 じ く プ 


イ ョ ン で の 増 菌 を 行っ た 後 BIB 平板 で 分 離 , 3) 内 容 
の 一 部 を Solari の 培地 (10mD CANTER, XH 
BTB 平板 へ 分 離 , 4) Solari の 培地 で 1 週 目 ま で 陰性 
の 場合 , そ の 一 部 を 再び 同 培 地 に 移し た 後 分 離 , 緑 臓 菌 
と 思わ れる 集落 を 認め た 場合 は 同じ 分 離 平 板 か ら の 約 
20 集 落 を 選ん で 次 項 の 同定 試験 を 行い , 緑 臓 菌 と 同定 
で きた も の の うち か ら と 任意 の 10 株 を 保存 に 移し 型 別 に 
供し た . 

緑 騰 菌 の 同定 : BTB 平 板 上 で 乳糖 を 分 解せ ず 周辺 部 
が や や 不正 で 中 心 部 が 緑色 を 常 び た 集落 を 選び 純 培 養 
の 獲得 に 努め た . これ ら に つい て 坂崎 の 著書 (1966) 
を 参考 に , グラ ム メ 陰 性 , TS 培地 で 一 プー また は ー グ 
A, 運動 性 (+), HS (一 う , イン ドー ル (—), IPA 
(—), VP(—), MR( 十 ). ク エン 酸 塩 塔 地 へ の 発育 性 
(+) を 確認 し て 緑 騰 菌 と 同定 し た . 

ピオ シン 型 別 法 : Gilies-Govan (1966) DHH で 
あり , 添加 血液 と し て は すべ て ウン 脱 繊 維 血 を 用 い , 
村上 (1970) の 記載 通り に 実施 し た . 型 別 用 指示 菌 8 
株 お よび 型 標準 商 2 株 も 村上 か ら 分 与 を 受け た も の で 


Table 1. Isolation of Pseudomonas aeruginosa from vermiform appendix 
Macroscopical Number of : : bi. 5 
change on appendix appendix tested Method of isolation Positive Negative 

B+ S+ 3 6 
B S+ 

gangrenous 18 B B’ S 1 
B B' S S' 2 
B 3 
B+ S+ 15 41 

B S+ 4 
phlegmonous 71 B p S 9 
B S S' 3 
B B’ S p+ 2 1 
B 1 2 
B+ S+ 12 62 

B S+ 11 
catarrhal 105 B B’ SL 1 1 
B S S 十 1 8 
B B’ S S’+ 2 4 
normal 7 B+ S+ 1 6 
Total 201 59 142 


B : Direct isolation on BTB agar. 
B’: Isolation from culture in broth. 
S : Isolation from culture in Solari’s medium. 

S’: Isolation from the 2nd culture in Solari’s medium. 

+ : In positive cases, the bacteria isolated from marked method. 


あっ た . 

血清 型 別 法 : 東京 大 学 医科 学研 究 所 本 間 避 教授 より 
分 与 を 受け た 緑 騰 菌 型 別 用 血清 を 使用 し , 同 教授 の 指 
NZE o TTE (1976) の 記載 と 同様 に 実施 した. な 
お 血清 型 別 用 抗原 の 作製 に は , ビオ ン ン 型 別 の た めそ 
の 一 部 を ブイ ョ ヨン に 移植 し た 集落 の 残部 を 普通 寒天 余 
面 に 培養 し た も の を 用 いた . 


実験 と 結果 


虫垂 か ら の 緑 騰 菌 検出 成績 : 対象 と し 得 た 切除 虫垂 
は 基 悦 が 勤務 し て いた 佐世保 共済 病院 の 173 件 , 佐 世 
保 市 民 病院 お よび 佐世保 市 立 北 病院 か ら 提 供 さ きれ た そ 
れ ぞ れ 19 件 と 9 件 , 計 201 件 で あっ て , IRAE 
で きた の は 上 記 の 病院 順に 51 件 , 4 件, 4 件 , 計 59 件 
(29.4%) で あっ た . 表 1 に は 虫垂 を 肉眼 的 病変 に 分 
Cr x DII BV LC BR OTRAS k OIER 
_ 出 件 数 を 示し た . MEEO Dik 9 f£. (50.022), 
蜂 衛 織 炎 性 の THET 21 件 (29.6%), カタ ル 人 性 105 件 
の うち もち 28 件 26.7%), 異常 を 認め な か っ た 7 件 で 1 件 
(14.3%) と 病変 度 が 強い 程 検出 率 が 高い 傾向 を 認め 
do 
分 離 法 別 に みる と , 全 例 た 実施 し た 直接 塗 抹 法 で 検 
出さ れ た の が 32 件 (05.922) で あっ て , 表 に は 一 部 を 
省略 し て ある が ブイ ョ ヨン 増 画 後 の 分 離 も 試み た 17 件 で 
は わずか 1 件 で 検出 が あり , し か も この 例 で は 既に 上 直 
接 法 で も 検出 され て お り , ブイ ョ ン 増 菌 に よっ て 特に 
検出 率 を 高め 得 た いこ と を 示す も の で あっ た . 6 件 を 
除い て は Solari の 培地 も 使用 し た が , 33 件 27.2%) 
と 高い 検出 率 を 示し , 直接 法 と 重複 し た 31 件 を 除く 22 
件 が 本 法 に よっ て 追加 され , 分 離 に 際 す る その 併用 の 
意義 は 明らか で あっ た . Solari の 培地 を 2 代 通 過 さ 
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せ た 後 に 分 離 を 試み た 23 件 で は 8 件 か ら 検 出 か が か あっ た 
A, うち 2 件 は 直接 法 で も , さら に 1 件 は Solari の 
培地 初代 で 陽性 で あっ た の で , 残る 5 件 が この 方 法 に 
よっ て 始め て 検出 で きた も の と な っ た . 

分 離 期 に 実施 し た ピオ シン 型 別 成績 : 1968 年 に 検出 
し た 42 件 か ら の 420 株 に つい て は , 翌年 9 月 まで に 各 
株 約 1 ヵ月 の 間隔 で それ ぞ れ 2 回 の Gillies-Govan 法 
刑 別 を 行っ た . Xé2 に 示し た よう に 1 虫垂 由来 の 10 株 
が すべ て 同じ 指示 菌 発育 阻 目 パ ター ン を 示し た の は 27 
件 で あり , 1 型 10 件 , 非 産生 6 件 , +t- tt 
5 件 , 3 型 と ヒー キ キー キー キー それ ぞ れ 2 件 , 15 型 と 
22 刑 と も に 1 件 で あっ た . 表 3 に 示し た 7 件 で は , 各 
株 に つい て は 2 回 の 成績 が 一 致し て いた の で , 虫垂 に 
よっ て は ピオ シン 型 の 異な る も の が 混在 し て いる こと 
を 示す も の と みみ られ た . 残る 8 件 は 表 4 の よう な 和 部 度 
を 示し , 各 株 1 回 目 と 2 回 目 の パ ター ン 世 不一致 が あ 
0, No.93 と No.111 を 除く 6 件 で は 同じ 虫垂 か ら 
の 10 株 ずつ が 同じ 回 に は 揃っ た パタ ー ン を 示し て , R 
垂 分 離 菌 の 単 一 性 を 示す も の で あっ た が , No. 93 と 
No.111 で は 集落 こよ ょ っ て 異な っ た 態度 を と り , 特に 
No.111 で は 初回 に 6 株 が 示し た パタ ー ン は 2 回目 に 
は み ら れ ず , すべ て 次 の 1 株 が 示し た パタ ー ン を を 示 
し て いた . 

この 型 別 成績 に よる と 表 4 に 示し た 8 件 で は 再現 性 
を 伴っ た ビオ シン 型 と の 判定 は で き な い こと と な る - 
し か し 虫垂 内 に お ける 緑 有職 菌 の 様態 と し て みる と , こ 
と で 型 別 を 行っ た 42 件 の 5 うち, 表 2 の 27 件 と 表 4 の 2 
ち No.93 と No.111 を 除く 6 件 の 計 33 件 の 虫垂 に は 
ビオ ン ン 型 か ら み て それ ぞ れ 1 種 の 緑 騰 席 が 存在 し , 
残る 表 3 に 示し た 7 件 と 表 4 の No.93 と No.111 の 
9 件 で は 少な く と も 2 種 が 混在 し て いた と いえ る ・ 


Table 2. Reproducible results observed by the first and the second pyocine-typing 
using Gillies-Govan’s method (1) 

Patterns Types No. for appendix 
+++++- ++ 1 37 60 72 78 88 99 102 106 122 
++4+—-4-4- 3 10 7 
euni eiut 15 97 
T4G—4*4- 22 47 
ERE R NT 1 18 64 112 125 
See See ? 57 85 117 120 
asia aie sea ae a ? 105 115 


Ten strains from each appendix showed the same pattern of inhibition to the indicators. 
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Table 3. 


Reproducible results observed by the first and the second pyocine-typing (2) 


No. for appendix 


Types in parenthesis show the results from the third typing. 
Se ee 


CNS 


2 


20 


34 


48 


59 


68 


107 


No. of strains 


トー bo N Co N FP Oo nm O m me oO 4- D 


— A OT 


Patters Types 
キー キーーー キ ー 25 
Ee ; 22) 
ee oe eee ? 
キキ キー キー ナー 3 5 
puedes 
キー キー ナー オー 27 (35 
eee EUN 
THEY 10 
キー キー ナー 3 
++4+4++-44 1 Q) 
—++4+4-44 ? 
SH ca eo ? 
Td 10 (10) 
—— ? 


Table 4. Non-reproducible results observed by the first and the second pyocine-typing 
No. for appendix No. of strains Inhibition patterns : Type 
lst 2nd 

15 10 +++—-4+-+4+: ? UTE 
19 10 +++—-+-4-—: 3 heii eae qr op 
53 10 ー キ キー キー キー : ? キキ キー キー+ー : 3 
77 10 ー キ オーーーーーー : I E E EER NT 
91 10 + す キー キー オー : 3 ー 二 キー キー オー : ? 
ó 9 キナ ナー キナ + 二 : ? —++-++4++4++4+: ? 
1 +t++4++4++ : 10 -+++++++: ? 
6 —+t4+4+44+4 ? "UTERE 
in 1 ー キ キキ オキ キー: ? di 
1 キー キー オー : 3 "CRUCE. 
2 + 二 キー キー オー : 3 ーー 
124 10 キキ キオ オオ : 10 キキ キキ ー+ 二 : 1 


(NT) 


(10) 


(22) 


(3) 
(1) 


全 株 の 血清 型 別 と ビオ シン 型 別 成績 : 1972 年 に 至っ 
て 保存 し て お いた 590 株 を 平板 に 分 離 , 1 個 の la HE 
JE GEE > ATA], 1968) を 用 いて 稀 清 型 別 と ど オ シン 
ン 型 別 を 行っ た . この 際 No.57 か ら の 10 株 は 揃っ て 
死滅 し て いた の で 580 株 が 型 別 の 対象 と な っ た . ここ 
で 得 ら れ た 結果 の うち , 1 虫垂 由来 の 10 株 が すべ て 同 
じ 態 度 を が し , し か も ぁ る 型 別表 所 載 の ビオ ン ン 型 に 属し 
た 460 株 に つい て は , 血清 型 と ビオ ン ン 型 を 組み 合わ 
せ て それ ぞ れ の 態度 を 示し た 虫垂 番号 と し て 表 5 に , 


型 別 を 行っ た 58 件 の うち も 表 5 の 46 件 と 表 6 の 上 部 5 
件 の 計 51 件 で は それ ぞ れ に 由来 し た 10 株 ずつ が 一 致し 


た 成績 を 示し て いた . この 1 件 を 血清 型 で まとめ る と 
8 型 12 件 , 7 型 と 10 型 それ ぞ れ 6 件 , 非 凝集 5 件, 1 


型 と 5 型 と も に 4 件 , 4 型 と 9 弄 い ずれ も 3 件 , 3 
AU, 678, 1227, BÆR 2 件 で あっ た ・. 一 方 ビオ シン 
型 は 1 型 13 件 , 非 産生 11 件 , 3 MOM, ++--++- 
十 十 4 件 , 5 型 3 件 , 22 型 2 件 , 27 型 と ー キ キー 一 
ーー 各 1 件 と まとめ られ た . 表 6 の 下部 を みる と No. 
68, No. 111, No. 168 は 各 集 落 こ に こつ いて の 血清 型 と 
ビオ ン シ ン 型 が と も に 一 致し た 場合 で あり , No. 78 は 
血清 型 は 10 集 落 同一 で ある が 1 集落 の ピオ シン 型 が 異 
な り , No. 107, No. 161, No. 178 で は ビオ シン 型 


Table 5. 
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は 10 集 落 同 一 型 を 示す も の の 血清 型 で 2 群 に わか れ た 
も の で あっ た . l 

この 成績 に よっ て 上 虫垂 内 で の 緑 農 菌 の 様態 を みる 
と , 表 5 の 46 件 に 表 6 の 上 部 5 件 を 加え た 51 件 は それ 
ぞ れ 1 種 の 緑 騰 菌 の 存在 , 表 6 下部 の No. 68, No. 
11, No. 168 の 3 件 で は 明らか に 2 種 の 混在 が 認め 
られ る が , 残る 4 件 は いずれ の 型 別 法 を 主 と す る か で 
その 判断 が 変る も の と な っ て いた . 

ピオ シン 型 の 判定 : 血清 型 別 と 同時 に 実施 し た ビオ 
ン ン 型 別 に よっ て , 既に 死滅 し て いた 1 件 を 除く 41 件 
か ら の 410 株 に つい て は 3 回 の ビ ォ シン 型 別 が 行わ れ 
た こと と な る . そこ で これ ら に つい て 特 現 性 を 加味 し 
つつ 最終 的 に ビオ ン ン 型 の 判定 を 試み た . 

表 2 に が し た も の か ら 死 滅 し た No. 57 を 除く 26 
件 の うち 18 件 で は 3 回 の 成績 が 一 致し て いた の で , 3 
回 目 に 異な っ た 結果 を 示し た 8 件 の 態度 と 判定 根拠 を 
記述 する . 1, 2 回 目 に 10 株 すべ て が 1 型 を 示 
し た No.78 は 3 回 目 に 6 型 9 株 と 1 型 1 株 ( 表 6) 
に わか れ た が , 2 回 の 一 致 成績 の 採用 と 10 株 の 血清 型 
が すべ て 13 型 と 均一 で あっ た こと か ら 1 型 と し た . 
No.97 は 10 株 すべ て が 1 , 2 回 目 15 型 , 3 回 目 5 弄 
( 表 5) CHO, 血清 型 も 均一 で ある の で 15 型 と 判 
^E. No. 85, No. 86, No.117, No. 120 は 1, 


Results of sero- and pyocine-typing (1) 


Serotypes Pyocine types 


No. for appendix 


182 


5 97 
1 NT 112 185 

3 1 99 

4 5 166 
5 10 48 93 
6 10 146 167 
7 1 15 。 60 

6 72 
3 10 19 
9 1 20 106 
T 22 2 47 
NT 18 77 

12 27 34 
13 1 37 102 
NT NT 1 30 


141 


61 


03 
156 


125 


64 


151 


88 122 124 


99 71 91 105 115 160 198 


138 


174 200 
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Results of sero- and pyocine-typing (2) 


Table 6. 

No. for No. of Sero- 
appendix strains types 
85, 117 10 4 
86 10 12 
120 10 3 
152 10 8 
68 7 7 

3 NT 
78 9 13 
] 
107 6 NT 
4 7 
111 8 10 
2 
161 2 
1 
168 6 
4 
178 8 
2 


2m) A -+t+-+-—-+4+, 3/8 +++-4+-4+4+ 
( 表 6 ) で あっ た が , 本 研究 の 記録 を 詳細 に 検討 する 
と , 3 回 目 に 多数 の ビオ シン 抵抗 性 と み ら れ る 集落 を 
伴っ た 阻止 と し て 記録 きれ て いる 部 分 が 1 , 2 回 目 に 
阻止 な し と み ら れ て いる 例 が か な り に 多い こと も あっ 
C, 村上 970, 1976) も 比較 的 多く 検出 し て いる 3 
回 目 の パ ター ン R6) を 採用 . No. 105 と No. 
115 も 同じ 理由 で 3 回 目 ( 表 5) に より 3 型 と 判定 
Em 

残る 15 件 の 3 回 目 に 得 ら れ た 成績 は 表 3 の 7 件 で は 
括 湖 内 に , 表 4 の 8 株 で は 最後 に 付記 し た よう で , 
No. 68 と No.111 を 除く 13 件 で ほ は それぞれ か ら の 
10 株 が 均一 性 を 示し て いた . また これ ら 15 件 の う 5 
ち No.2 と No.20 で は 3 回 目 の パ ター ン が 前 2 回 
と 異な る も の で あっ た が , 他 の 13 件 で は No.111 の 
22 型 を 除け ば すべ て 何ら か の 形 で 前 2 回 に と み ら れ た 型 
で あっ た . 表 3 の No.68 と No.107 を 除く No. 2, 
No.20, No.34, No.48, No.59 の 5 件 ( 表 5) で 
は , 血清 型 が それ ぞ れ 均一 で あっ た 点 を 主 に , また 前 
述 と 同じ く 抵 抗 性 集落 の 融合 に よる 阻止 帯 の 見 落し ゃ 
一 部 で は 否定 で き な か っ た の で 3 回 目 の 成 績 を 採用 , 
表 4 で No.15, No.19, No. 53, No. 77, No.91, 


Pyocine typing 
Patterns: Types 
So ert ace ca Cu 
eee eee ae ee Eee 
EE ee cs ae nu 


+++++—-+4+: 1 
Se see : 


+++++-+-: 6 
+++++-4++: d 


++++++++ : 10 


+++—-t++—: 22 
+++—+-—-+—: 3 


+++++-++: 1 


++4+4+4-44+: 1 
キ 二 キー キー オー : 3 


+++++-++: d 


No. 124 の 6 件 ( 表 5) は 前 2 回 の いずれ か が 3 回 
目 と 一 致し て いる の で これ を 最終 判定 と し た . 

以上 で 残さ れ た 4 件 を みる と , 表 3 と 6 の No. 68 
は 血清 型 が 7 株 と 3 株 に わか れ , 7 株 は 3 回 一 致 の ピ 
ォ ン ン 型 1 , 3 株 の うち 1 株 は 前 2 回 で は 1 型 に 類似 
し て いた が , 2 株 の 前 2 回 の パタ ー ン は 3 回 目 に 類似 
し て いる の で 3 株 の 判定 と し て 3 回 目 の パ ター ン を 採 
用 . 同じ 表 の No. 107 は 血清 型 が 6 株 と 4 株 に わか 
れ た に か か わら ず 3 回 目 の ピ オシ ン 型 は 全 株 10 型 を 示 
L, 1, 2 回 目 に は 血清 型 で 7 型 の 4 株 が 10 型 , JERE 
集 6 株 の うち 1 株 は 残る 5 株 と 比較 する と 指示 菌 7 へ 
の 阻止 が 追加 され て いた の み で あっ た の で 一 括 し て 
ーー オキ ーー 十 と 判定 する の が 適当 と 思わ れ た . X 
4 と 5 の No. 93 は 1 , 2 回 目 に 9 株 と 1 株 に わか れ 
2 回 目 は 全 株 指示 菌 1 に 対す る 阻止 を 欠い て いた が , 
3 回 目 は 全 株 10 型 を 示 し 血清 型 ふ すべ て 5 型 で あっ た 
の で 10 型 を 採用 #44 60 No. 111 は 1 回 目 6 
株 , 1 株 , 3 株 と 3 種 の パタ ー ン に わか れ , 2 回 目 に 
は 7 株 と 3 株 より な る 2 種 の パタ ー ン に 変り , 3 回 目 
に は 3 株 群 の 1 株 が 22 型 に 変る と いう 複雑 な 結果 と な 
っ た . 結局 初回 と 3 回 目 に ピオ シン 型 3 を , 血清 型 で 
は 8 を 示し た 2 株 は この まま 所 判定 で きる が , 残る 8 


Table 7. 


Final sero- and pyocine-types for each vermiform appendix (1) 


124 


91 


105 


115 


160 


33 


198 


Sero types Pyocine types No. for appendix 
5 182 
1 15 97 
NT 112 185 
2 1 99 
120 
4 5 166 
? 85 117 
5 10 48 93 141 151 
6 10 146 167 
7 1 15 60 61 88 122 
1 72 
8 3 10 19 53 59 71 
152 
9 1 20 106 156 
10 22 2 47 
NT 18 77 125 138 
12 27 34 
ig 86 
13 1 37 78 102 
NT NT 1 30 64 174 200 
acce rm 


Table 8. Final sero- and pyocine-types for each vermiform appendix (2) 
No. for No. of ー Sea: Pyocine 
appendix strains types types 

68 7 fi 1 
3 NT ? 
107 6 NT e. 
4 7 10 
2 8 3 
1 の 1 
168 6 7 1 
4 13 3 
178 3 
2 7 1 
? : キーー キ ー キ ー, Pop ーー キー キキ ー ナ オナ. 
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株 の 判定 は 表 5 に お いて 血清 型 10 に ピオ シン 型 10 は み 
られ ず 22 型 が 含ま れ て いる こと を 参考 に 3 回 目 に 従っ 
そそ 判定 ずる と GEEK 

本 研究 に お いて 1 回 の 型 別 で 終っ た 17 件 (No. 138 
ーNo.200) 170 株 の 結果 を みる と , 表 5 に 示し た 13 件 
L6 No.152, No.161, No. 178 は 1 件 に つき 
10 株 が すべ て 一 致し て いる の で , この 面 か ら 再 現 性 が 
確認 で きた も の と し て 表示 の まま を 判定 と し た . 6 
で 残る No.168 は 6 株 と 4 株 と わか れ て いる も の の 
一 応 再現 性 が 認め られ た と 考え られ 表示 の も の を 採用 
at oes Lares 

ここ に 列記 し た 判定 を 虫垂 別に 整理 する と 表 7, 8 
の よう に な る . これ を 虫垂 内 に お ける 緑 臓 菌 の 様態 と 
し て まとめ る と , 途中 で その 分 離 株 が すべ て 死滅 し た 
No.57 を 除く 58 虫垂 の うち 表 7 に 示 し た 52 件 に は 咽 清 
・ ピ オシ ン 型 で 単 一 の 緑 職 菌 が 存在 し た こと と , 血清 
・ ピ オン シン 型 で は 21 種 が 認め られ た こと と な る . 残る 
6 虫垂 で は 表 8 の よう に 異な っ た 割合 で それ ぞ れ 2 種 
の 血清 ・ ビ オシ ン 型 を 示す も の が 混在 し て いた こと と 
fed, 血清 ・ ピ オシ ン 型 NT・?。 NT-?’, 7 ・10, 
13・3 の 4 種 は 表 7 に は み ら れ な か っ た 型 で あり , 検 
出さ れ た 全 血 清 ・ ビ オン ン 型 は 25 種 に 及 ん だ . 


考 z 


緑 騰 菌 の Gilies-Govan 法 に よる ビオ シン 型 別 法 
の 実用 性 検討 を 主 目的 と し て 本 研究 は 開始 され た . W 


分 離 の 材料 と し て 切除 虫垂 を 選ん だ の は 緒言 に 述べ た 


ARD (1963) の 経験 を 参考 に し た も の で ある が , そ 
れ で は 腸 内 細菌 科 所 属 菌 を 主 目 的 と し て の 分 離 が 行わ 
れ て いる の で 分 離 率 が 比較 で きる 資料 は な か っ た ・. 本 
研究 で の 分 離 率 が 29.4 で あっ た 点 は 忠 垂 炎 に 対す る 
緑 騰 菌 の 関与 を 否定 する も の と いえ よう. 一 方 検査 件 
数 は 少な か っ た が 病変 な た なし と み ら れ た 虫垂 か ら の 分 離 
率 が 7 件 中 1 件 で あっ た こと は , 正常 虫垂 内 に お ける 
緑 騰 赦 の 常 在 は 少な く , 炎症 に 伴っ て その 侵入 が 起こ 
る も の か と の 想定 も ゃ 生まれる. 肉眼 的 病変 に 比例 し て 
緑 騰 菌 検出 率 が 高い に こと は 表 1 に よっ て 明らか で あっ 
た が , 表 8 に 示し た 2 種 の 緑 騰 菌 検出 例 と 病変 , また 
は 病変 と 血清 ・ ビ オン シン 型 に は 特に 相関 は み ら れ な か 
っ だ ただ. 

ピオ ン ン 型 別 法 そ の も の に 対す る 本 研究 の 意義 と し 
て , 古川 1970), 村上 (1971, 1976), AHS (1971, 
1972) も 常に 問題 と し て きた 個々 の 菌株 に つい て の 時 
期 を 異 に し た 成績 の 再現 人 性 の ほか に , 同一 材料 か ら 同 


時 に 分 離し た 菌株 間 で 同 じ 日 に 得 ら れ た 成績 の 協 一 性 
が 加わ っ て いた . まず 前 者 に つい て 検討 の 対象 と な る 
の は 既 述 の 42 虫 垂 に 由来 し た 420 株 で ある の で , ここ 
で は 虫垂 別 を 考慮 外 と し て 3 回 の 型 別 成績 の 再現 性 を 
まとめ て みる . 指示 陣 発 育 阻 止 パ ター ン が 3 回 と も 一 
致し た の は , 表 2 で No.78 の 9 株 GE) と No.97 
( 表 5), No.57 GEW), No.85, No. 86, No. 117, 
No. 120 (いずれ も #6), No. 105, No. 115 (と 
も に 表 5 ) の 全 株 を 除く 181 株 と , 表 3 で No.34 の 
9 株, No.48 の 1 株 , No. 59 の 3 株 , No. 68 の 7 
Kk, No.107 の 4 株 計 205 株 (48.8%) で あっ た . 2 
回 の パタ ー ン が 一 致し た の は 表 2 で 除外 し た 89 株 と , 
d 3 で 残る No.2 と No.20 の 20 株 すべ て , No.34 の 
1 株 , No.48 の 9 株 , No.59 の 7 株 , No.68 の 3 株 , 
No.1070 6 Kk, さら に 表 4 の No.15, No.19, No. 
53, No. 77, No.91, No.124 の 全 株 , No.93 の 1 
株 , No.111 の 2 株 計 198 株 (47.1%) と な っ た . 結 
局 3 回 の うち 2 回 まで の 一 致 で 判定 する と 420 株 の 5 
ち 403 株 (96.0%) が 型 別 可 能 で あっ た こと と な り , 
これ は 内 藤 ら 0972) の 97.3 包 より は や や 低い が , 村 
上 0976) が 全 株 の 3 回 まで と し て まとめ た 93.1 多 に 
比 し て 高 率 で あっ た . 

つぎ に 今回 の 型 別 成績 で 検討 が 可能 と な っ た 同じ 分 
離 平 板 に 由来 し た 株 を 同時 に 型 別 し た 場合 に お ける 成 
績 の 均一 性 と し て まとめ ぬ め て みる . 対象 と な る の は 59 申 
垂 の うち 3 回 型 別 を 行っ た の が 41 件 , 2 回 まで が 1 
fr, 1 回 だ けが 17 件 で ある の で 計 142 組 と な る . 表 2 
に 示し た 27 件 お よび 表 4 で No.93 と No.111 を 除く 
6 件 は 1 回 目 と 2 回 目 に 10 株 ずつ が 同じ パタ ー ン を 示 
し て いる の で , 66 組 が 均一 性 で あっ た と いえ を , 3 回 目 
で は 表 5 の 46 組 と 表 6 の 上 段 5 件 と 下段 の No.107, 
No.161, No.178 が 該当 し , 合計 120 組 (84.5%) 
で あっ た ・ 今回 の 株 は それ ぞ れ 初代 分 離 平板 上 の 一 集 
落 に 由来 し , 1 株 を 分 離し た 各 集 落 こ に つい て と は 異な 
る の で 完全 な 均一 性 は 期待 で き な い の は 当然 で ある . 
そこ で 上 記 で ぶれ な か っ た 表 3 で 1 株 ずつ が 示し て い ・ 
る バ パターン を 除く 11 組 , さら に 表 4 で No.93 の 
9 株 , No.111 の 6 株 と 3 また は 2 株 が 示 し た CM, 
また 表 6 で No.68, No.78, No.111, No.168 が 
示す 2 種 の パタ ー ン の うら も No.78 の 1 株 の も の を 除 
く 7 組 の 計 24 組 で は 少な く と も 2 株 で 均一 性 を 認め た 
と みな し 得る . 

ここ で 述べ た 高 率 な 再現 性 と 均一 性 は  Gilies-Go- 
van の ビオ ン シ ン 型 別 法 が 実用 に 価 す る も の で ある こと 
を 示す も の と いえ る . 


結 


1) 外科 的 に 切除 され た 虫垂 201 件 か ら の 緑 臓 北 分 
離 率 は 直接 法 で 15.9 を で あっ た が , Solari の 培地 を 使 
放し LGC OT 20.9 の で 震 し た 、 

2) 忠 垂 の 病変 を 肉眼 的 に 壊 靖 性 , VERE, カ 
タル 性 , 変化 な し に 区 分 し て の 検出 率 は 50.0 多 , 29.6 
25, 26.7%, 14.3 を と な り 病 変 度 に 従っ て 高 率 で あっ 
T 

3) Gillies-Govan の ビオ シン 型 別 を 3 回 反復 し た 
420 株 で は 3 回 の 成績 一 致 が 48.8%, 2 回 一 致 が 47.4 
と な り , 型 別 可能 率 は 96.2% で あっ た . 

4) 個々 の 虫垂 か ら 10 株 ずつ を 型 別 し た の で , これ 
を 1 組 と し , 前 項 の 反復 分 を それ ぞ れ 1 組 と みな し て 
142 組 の ピオ シン 型 別 が 実施 ほれ た こと と な る が , う 5 
ち 120 組 で は 同じ 型 別 日 に それ ぞ れ 10 株 が 均一 な 成績 
を 示し た . 

5) 血清 型 別 1 回 の 結果 で は それ ぞ れ 10 株 が 同型 を 
AR し た 虫垂 が 52 件 あり , 4 件 が 1 型 ,2 件 :3 型 , 3 件 
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X 


do 


4H, 446: 5M, 2 件 :6 型 ,7 件 :7 弄 , 11 件 : 82, 

3 件 :9 型 , 6 件 :10 型 。 2 件 :12 型 , 3 件:13 型 , 5 件 は 
JEEHE Cd ofc. 残る 6 件 は 異な っ た 率 で 2 OMA 
型 を 示 し 虫垂 内 緑 膜 菌 が 必ず し ゃ 単 一 性 で な いこ と を 
示し た . 

6) 各 株 で の 成績 再現 性 また は 今回 の 供 試 責 に 起 原 
を 同じ くす る 株 を 含め て いた こと と に よる 均一 竹 を 考慮 
し た ビオ シン 型 の 判定 結果 に よる と , 10 株 ずつ が 同型 
を 示 し た 虫垂 が 52 件 と な り , 14 件 が 1 型 , 10 件 : 3 W, 
2 件 :5 型 ,6 件:10 型 , 1 件 :15 型 , 2 件 :22 型 , 1 件 :27 
W, 4 件: +++—-4+—-44+, 1 件 : 一 エキ ーーーー 
—, 11 件 は 非 産生 で あっ た . 残る 6 件 は 一 部 問題 点 は 
あっ た が 血清 型 と 同率 に 2 種 の ピオ ン ン 型 に わか れ , 
——— と ーー キー キキ 一 キ 十 の 追加 が み ら 
Oy 

7) 血清 ・ ピ オン シン 型 と し て 整理 する と , ここ に み 
られ た 血清 型 と ピオ シン 型 12 種 に よっ て 25 種 が 観察 さ 
れ て いた だ 、 
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